
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
た
ち
は
、
冷
戦
構
造
下
で
生
ま
れ
た
南
北
二
つ
の
国
家
、
そ
し

て
居
住
地
で
あ
る
日
本
の
政
治
状
況
に
大
き
く
影
響
さ
れ
な
が
ら
も
、
独
自
の
文
化
・
文
学
運
動
を
展
開
し

た
。
日
本
の
読
者
た
ち
に
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
一
九
七
〇
年
代
以
前
、
先
の
読
め
な
い
朝
鮮
半
島

の
混
乱
の
渦
に
投
げ
出
さ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
作
家
た
ち
は
、
何
を
考
え
、
い
か
に
現
実
と
向
き
合
い
、
ど
ん

な
夢
を
見
た
の
か
。
長
い
間
、
日
の
目
を
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
日
本
の
中
の
も
う
一
つ
の
文
化
、
文
学

活
動
の
軌
跡
を
蘇
ら
せ
る
。

全
３
巻

在
日
朝
鮮
人
文
学

資
料
集

宋
恵
媛
編
・
解
説

在
日
朝
鮮
人
文
学

資
料
集

宋
恵
媛
編
・
解
説

在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

在
日
朝
鮮
人

資
料
叢
書
●⓮

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
�

本
資
料
集
の
刊
行
意
義 �

　
　
　

▼
朝
鮮
戦
争
休
戦
以
後
の
在
日
朝
鮮
人
た
ち
の
精
神
史
を
辿
る
上
で
の

基
礎
資
料
。

▼
在
日
朝
鮮
人
文
学
研
究
に
お
け
る
空
白
期
間
で
あ
る
一
九
五
〇
、

　

一
九
六
〇
年
代
の
実
態
解
明
に
不
可
欠
な
資
料
。

▼
一
九
四
五
年
以
後
の
韓
国
文
学
お
よ
び
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

文
学
研
究
の
深
化
の
一
助
と
な
る
。

▼
在
日
朝
鮮
人
史
、
日
本
戦
後
史
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
文
献
。

▼
当
時
の
関
係
者
た
ち
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
重
ね
て
収
集
。
日
本
の

国
会
図
書
館
、
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書
館
等
に
は
所
蔵
し
て
い
な

い
資
料
を
多
数
収
録
。
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一九
五
四
〜
七
〇

一九
五
四
〜
七
〇

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

1
在
日
朝
鮮
人
史
資
料　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
編�

全
２
巻
／
２
４
０
０
０
円

2
在
日
本
朝
鮮
人
商
工
便
覧
　
一
九
五
七
年
版　

在
日
本
朝
鮮
人
商
工
連
合
会
編�

６
０
０
０
円

3
戦
後
初
期
在
日
朝
鮮
人
人
口
調
査
資
料
集　
長
澤
秀
編�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

4
在
日
朝
鮮
人
教
育
関
係
資
料　
佐
野
通
夫
編�

全
３
巻
／
４
６
０
０
０
円

5
朝
鮮
人
強
制
動
員
関
係
資
料　
山
田
昭
次
編（
品
切
）�

全
２
巻
／
２
４
０
０
０
円

6
在
日
朝
鮮
人
留
学
生
資
料　
裵
姈
美
編�

全
３
巻
／
５
４
０
０
０
円

7
在
日
朝
鮮
人
警
察
関
係
資
料
　
福
井
譲
編�

全
３
巻
／
４
８
０
０
０
円

8
在
日
朝
鮮
人
生
活
保
護
資
料
　
金
耿
昊
編�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

在
日
朝
鮮
女
性

作
品
集

9
宋
恵
媛
編
／
数
多
く
の
作
品
の
中
か
ら

二
百
編
を
選
び
出
し
、
植
民
地
以
後
の
在
日

朝
鮮
女
性
の
生
活
と
思
想
を
多
角
的
に
理
解

出
来
る
よ
う
に
、
一
〇
の
テ
ー
マ
に
分
け
て

編
集
。�

全
２
巻
／
３
２
０
０
０
円

一
九
四
五
～
八
四

在
日
朝
鮮
人
文
学

資
料
集

�
宋
恵
媛
編
／
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら

六
〇
年
代
を
中
心
に
刊
行
さ
れ
た
、
多
彩 

な
在
日
文
学
雑
誌
（
朝
鮮
文
化
・
韓
国
文
芸 

・
鳳
仙
花
文
芸
等
全
一
七
誌
）
を
収
録
し
た

初
の
資
料
集
。�

全
３
巻
／
５
６
０
０
０
円

一
九
五
四
～
七
〇

資
料
メ
デ
ィ
ア
の
中
の 

在
日
朝
鮮
人

�
外
村
大
・
韓
載
香
・
羅
京
洙
編
／
在
日�

朝
鮮
人
の
動
向
・
実
態
・
状
況
を
伝
え
た�

一
般
紙
の
特
集
記
事
・
連
載
記
事
、
ま
た

総
合
雑
誌
の
貴
重
な
記
事
（
一
九
二
二
～

四
四
）
を
収
録
。�

１
８
０
０
０
円

関
東
大
震
災

朝
鮮
人
虐
殺
裁
判
資
料

�
山
田
昭
次
編
／
裁
判
資
料
と
し
て
現
在

知
る
こ
と
が
可
能
な
埼
玉
県
（
熊
谷
事
件 

・
本
庄
事
件
他
）
と
群
馬
県
（
藤
岡
事
件

他
）
の
地
裁
・
東
京
控
訴
院
判
決
書
等
を 

収
録
。�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

神
奈
川

朝
鮮
学
校
資
料

�
大
石
忠
雄
編
／
在
日
朝
鮮
人
学
校
問
題�

の
歴
史
的
経
緯
と
そ
の
実
態
を
正
し
く
理�

解
す
る
た
め
の
原
点
的
な
資
料
（
一
九
四�

五
～
六
六
）
を
中
心
に
編
集
復
刻
し
た
。

�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

朝
鮮
人
強
制
動
員

韓
国
調
査
報
告

　
龍
田
光
司
編
／
常
磐
炭
田
に
戦
時
中
、�

強
制
動
員
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
実
態
の
解
明

と
、
韓
国
で
被
強
制
動
員
者
の
実
態
を
当

事
者
や
遺
家
族
か
ら
聞
取
り
調
査
し
た
報�

告
書
。�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

13

11
月
刊

日
本
朝
鮮
研
究
所

初
期
資
料
［
仮
］

　
井
上
學
・
樋
口
雄
一
編
／
戦
後
日
本
の
朝

鮮
研
究
は
ど
の
様
な
形
で
新
た
な
出
発
を

し
、
ど
の
様
な
課
題
を
抱
え
て
い
た
の
か
、

創
設
期
及
び
初
期
の
内
部
資
料
を
収
録
。

�

全
２
巻
／
価
格
未
定

15

一
九
四
五
年　

九
月　
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
日
本
国
内
の
刊
行
物
、
郵
便
物
の
検
閲
開
始
。
在
日
朝
鮮
人
発
行

の
日
本
文
、
朝
鮮
文
の
新
聞
・
雑
誌
等
も
検
閲
の
対
象
に
（
一
九
四
九
年
一
一
月

ま
で
）

一
九
四
六
年　

四
月　
『
民
主
朝
鮮
』
創
刊
号
発
行

一
九
四
七
年
一
〇
月　

文
芸
誌
『
朝
鮮
文
藝
』
創
刊
号
発
行
。
日
本
語
版
六
巻
と
朝
鮮
語
版
一
巻
を
刊
行

一
九
四
八
年　

一
月　

在
日
朝
鮮
文
学
会
結
成
。
在
日
本
朝
鮮
文
学
者
会
（
四
七
年
二
月
結
成
）
が
、
芸

術
家
同
盟
、
青
年
文
学
会
、
白
民
社
、
新
人
文
学
会
と
合
流
し
て
改
称
し
た
。

五
九
年
六
月
ま
で
続
く

一
九
四
八
年　

三
月　

金
達
寿
『
後
裔
の
街
』（
朝
鮮
文
藝
社
）
刊
行

一
九
四
八
年
一
二
月　

李
殷
直
『
新
編　

春
香
伝
』（
極
東
出
版
社
）
刊
行

一
九
四
九
年　

九
月　

許
南
麒
『
朝
鮮
冬
物
語
』（
朝
日
書
房
）
刊
行

一
九
五
〇
年　

六
月　

朝
鮮
戦
争
勃
発

一
九
五
〇
年
一
二
月　

大
村
収
容
所
開
所
。
外
国
人
登
録
法
違
反
者
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
避
難
民
、
亡
命

者
な
ど
を
一
時
収
容
し
た
施
設

一
九
五
二
年
一
〇
月　

張
赫
宙
、『
嗚
呼
朝
鮮
』
刊
行
後
に
日
本
に
帰
化
。
野
口
赫
宙
と
な
る

一
九
五
三
年
―
―
―　

学
生
、
青
年
を
中
心
に
在
日
朝
鮮
人
の
文
化
サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
に
な
る
。
川

崎
朝
鮮
人
文
化
サ
ー
ク
ル（
機
関
誌『
大
同
江
』）、東
海
朝
鮮
文
化
人
協
会（
同『
文

化
戦
線
』）、
愛
知
文
学
サ
ー
ク
ル
（『
산
울
림
（
や
ま
び
こ
）』）、
兵
庫
朝
鮮
文
化

協
会
、鶴
見
朝
鮮
文
化
研
究
会
（『
朝
文
研
』）、大
阪
朝
鮮
詩
人
集
団
（
機
関
誌
『
ヂ

ン
ダ
レ
』）、
福
岡
県
朝
鮮
人
文
芸
同
好
会
（『
荒
波
』）
等
が
結
成
さ
れ
る

一
九
五
三
年　

七
月　

朝
鮮
戦
争
休
戦

一
九
五
五
年　

五
月　

在
日
本
朝
鮮
人
総
連
合
会
（
総
連
）
結
成

一
九
五
五
年
一
二
月　

金
時
鐘
『
地
平
線
』（
ヂ
ン
ダ
レ
発
行
所
）
刊
行

一
九
五
六
年
一
〇
月　

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
第
二
次
朝
鮮
作
家
大
会
開
催
、
総
連
傘
下
に
入
っ
て
い
た
在
日
朝
鮮

文
学
会
の
文
学
活
動
を
評
価
。
翌
月
、
許
南
麒
、
南
時
雨
、
金
民
の
三
名
が
朝
鮮

作
家
同
盟
正
盟
員
に
選
出
さ
れ
る

一
九
五
七
年　

七
月　

大
村
収
容
所
内
の
「
大
村
朝
鮮
文
学
会
」
に
よ
る
文
学
同
人
誌
『
大
村
文
学
』
創

刊
号
発
行

一
九
五
七
年
一
〇
月　
『
白
葉
』
創
刊
号
発
行

一
九
五
七
年
一
二
月　

許
南
麒
、
南
時
雨
、
姜
舜
の
三
人
詩
集
『
조
국
에 

드
리
는 

노
래
（
祖
国
に
捧
げ

る
歌
）』
発
刊
。
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
初
の
在
日
朝
鮮
人
に
よ
る
詩
集

一
九
五
七
年
一
二
月　

金
石
範
、「
鴉
の
死
」
を
『
文
芸
首
都
』
に
発
表

一
九
五
八
年　

六
月　
「
大
村
朝
鮮
文
学
会
」
会
員
を
含
む
、
大
村
収
容
所
内
の
共
和
国
送
還
希
望
者

九
六
名
が
無
期
限
ハ
ン
ス
ト
を
決
行
（
二
六
日
）。
七
月
一
〇
日
に
二
六
名
が
仮

釈
放
さ
れ
る

一
九
五
八
年
一
〇
月　

総
連
主
流
派
と
の
論
争
を
経
て
、『
ヂ
ン
ダ
レ
』
が
二
〇
号
で
終
刊

一
九
五
八
年
一
一
月　
『
鶏
林
』
創
刊
号
発
行

一
九
五
八
年
一
一
月　

安
本
末
子
の
日
記
『
に
あ
ん
ち
ゃ
ん
』（
光
文
社
）
刊
行
。
日
本
の
読
者
の
間
で

反
響
を
呼
び
、
翌
五
九
年
に
今
村
昌
平
監
督
に
よ
り
映
画
化
さ
れ
る

一
九
五
九
年　

六
月　

在
日
本
朝
鮮
文
学
芸
術
家
同
盟
（
文
芸
同
）
結
成
（
委
員
長
許
南
麒
）。
翌
七
月

に
大
阪
支
部
、
一
〇
月
に
神
奈
川
支
部
結
成

一
九
五
九
年
一
二
月　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
へ
の
帰
国
第
一
船
が
就
航

一
九
六
〇
年　

一
月　

文
芸
同
中
央
機
関
誌
『
문
학
예
술
（
文
学
芸
術
）』
創
刊
号
発
行

一
九
六
〇
年　

一
月　

一
七
歳
向
け
の
総
連
の
雑
誌
『
新
し
い
世
代
』
創
刊
号
発
行

一
九
六
〇
年　

四
月　

韓
国
、
四
・
一
九
学
生
革
命
に
よ
り
李
承
晩
が
大
統
領
辞
任

一
九
六
一
年　

四
月　

民
団
、
総
連
の
文
化
人
た
ち
が
「
祖
国
平
和
統
一
・
南
北
文
化
交
流
促
進
文
化
祭
」

共
催
。
八
月
、「
八
・
一
五
祖
国
解
放
一
六
周
年
記
念
合
同
文
化
祭
」
開
催

一
九
六
一
年　

五
月　

韓
国
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
で
朴
正
煕
が
政
権
掌
握

一
九
六
二
年　

三
月　

総
合
雑
誌
『
漢
陽
』
創
刊
号
発
行
。
非
総
連
系
で
唯
一
の
朝
鮮
文
雑
誌

一
九
六
二
年　

四
月　

文
芸
同
中
央
、
金
日
成
誕
生
五
〇
周
年
を
記
念
し
作
品
集
『
찬
사
（
讃
詞
）』
刊

行

一
九
六
二
年
一
一
月　
『
韓
国
文
芸
』
創
刊
号
発
行
。
民
団
系
初
の
純
文
学
雑
誌

一
九
六
三
年　

一
月　
『
朝
陽
』
創
刊
号
発
行

一
九
六
五
年
一
一
月　

任
展
慧
、「
張
赫
宙
論
」
発
表
。
植
民
地
期
の
朝
鮮
人
作
家
の
親
日
（
対
日
協
力
）

問
題
を
追
及

一
九
六
五
年
一
二
月　

日
韓
基
本
条
約
、
在
日
韓
国
人
法
的
地
位
協
定
調
印

一
九
六
五
年
―
―
―　

朴
元
俊
が
新
興
書
房
設
立
。
姜
魏
堂
、
金
石
範
、
呉
林
俊
、
李
殷
直
ら
の
著
作
等

を
出
版

一
九
六
六
年　

七
月　

立
原
正
秋
「
白
い
罌
粟
」
が
第
五
五
回
直
木
賞
受
賞

一
九
六
六
年　

九
月　

金
鶴
泳
「
凍
え
る
口
」
が
文
藝
賞
受
賞

一
九
六
七
年　

六
月　

文
芸
同
第
四
次
大
会
開
催
。
前
月
の
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
第
四
期
第
一
五
次

全
員
会
議
、
総
連
第
八
次
全
体
大
会
で
の
唯
一
思
想
体
制
へ
の
移
行
を
支
持
。
こ

の
前
後
か
ら
作
家
た
ち
の
文
芸
同
離
脱
が
進
む

一
九
六
九
年　

三
月　

鄭
貴
文
、
鄭
詔
文
兄
弟
が
朝
鮮
文
化
社
設
立
。
金
達
寿
と
雑
誌
『
日
本
の
な
か
の

朝
鮮
文
化
』
刊
行
開
始
「（
八
一
年
ま
で
）

一
九
七
一
年　

四
月　

宗
秋
月
『
宗
秋
月
詩
集
』（
編
集
工
房
ノ
ア
）
刊
行

一
九
七
一
年　

七
月　

金
石
範
「
万
徳
幽
霊
奇
譚
」
が
第
六
五
回
芥
川
賞
候
補
作
に
選
出

一
九
七
二
年　

一
月　

李
恢
成
「
砧
を
う
つ
女
」
が
第
六
六
回
芥
川
賞
受
賞
。
外
国
籍
作
家
と
し
て
初

一
九
七
二
年
一
二
月　

朴
正
煕
、
維
新
憲
法
公
布
。
金
日
成
が
社
会
主
義
憲
法
を
公
布

一
九
七
二
年
―
―
―　

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
で
在
日
朝
鮮
青
年
男
女
を
対
象
に
し
た
第
一
回
文
学
研
修
開
催

在
日
朝
鮮
人
文
学
関
連
年
表
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一　
「
재
일
본 

조
선 

문
학 

예
술
가 

동
맹 

강
령（
초
안
）」
他
［
在
日
本
朝
鮮
文
学
芸
術
家
同

盟
綱
領（
草
案
）］
他
」（
文
芸
同
、
一
九
五
九
年
六
月
）

二　
『
문
학
예
술
［
文
学
芸
術
］』
創
刊
号（
文
芸
同
中
央
、
一
九
六
〇
年
一
月
）

리
수
웅
「
아
버
지
와 

아
들
」［
李
ス
ウ
ン
「
父
と
息
子
」］（
小
説
）

김
민
「
바
닷 

길
①
」［
金
民
「
海
の
道
」
①
］（
小
説
）

한
덕
수
「
공
화
국 

대
표 

환
영
가
」［
韓
徳
銖
「
共
和
国
代
表
歓
迎
歌
」］（
歌
詞
）

허
남
기
「
조
선
과 

일
본
과
의 

사
이
의 

바
다
」［
許
南
麒
「
朝
鮮
と
日
本
と
の
間
の

海
」］（
詩
）

남
시
우
「
귀
국 

첫
배
가 

뜬
다
」［
南
時
雨
「
帰
国
第
一
船
が
出
る
」］（
詩
）

김
윤
호
「
조
국
이 

보
이
는 

곳
에
서
」［
金
允
浩
「
祖
国
が
見
え
る
場
所
で
」］（
詩
）

강
순
「
이
날 

이 

때
까
지
」［
姜
舜
「
こ
の
日
こ
の
時
ま
で
」］（
詩
）

한
우
영「
미
술 

창
작
에
서
의 

문
제
점
」［
韓
宇
英「
美
術
創
作
で
の
問
題
点
」］（
評
論
）

김
장
안「〈
귀
국
선
〉
을 

상
영
하
고
서
」［
金
長
安「〈
帰
国
船
〉を
上
映
し
て
」］（
評
論
）

三　
『
문
예
활
동
［
文
芸
活
動
］』
第
二
号（
文
芸
同
大
阪
支
部
、
一
九
六
一
年
九
月
）

조
남
두
「
미
군 

찦
차
에 

채
여 

죽
은 

소
년
」［
趙
南
斗
「
米
軍
ジ
ー
プ
に
ひ
か
れ

て
死
ん
だ
少
年
」］（
小
説
）

김
재
남
「
남
풍
장 

주
인
」［
金
在
南
「
南
風
荘
の
主
人
」］（
小
説
）

정
인
「
대
포
와 

꽃
」［
鄭
仁
「
大
砲
と
花
」］（
詩
）

홍
윤
표
「
한 

여 

름
」［
洪
允
杓
「
真
夏
」］（
詩
）

오
상
홍
「
三
・
一
궐
기 

대
회
에
서
」［
呉
尚
弘
「
三
・
一
蹶
起
大
会
に
て
」］（
詩
）

고
봉
전「
잊
지 

못
할 

곽 

동
무
」［
高
ボ
ン
ジ
ョ
ン「
忘
れ
ら
れ
な
い
郭
ト
ン
ム
」］（
随

筆
）

김
석
범
「
전
향
과 

문
학
」［
金
石
範
「
転
向
と
文
学
」］（
評
論
）

四　
『
군
중
문
예
［
群
衆
文
芸
］』
創
刊
号（
文
芸
同
東
京
都
本
部
、
一
九
六
四
年
五
月
）

허
남
기 

「『
군
중 

문
예
』
발
간
에 

제
하
여
」［
許
南
麒
「『
群
衆
文
芸
』
発
刊
に
際

し
て
」］

정
백
운
「
이 

원
한
을 

풀
게 

하
라
」［
鄭
白
雲
「
こ
の
恨
み
を
晴
ら
さ
せ
よ
」］

정
화
수
「
세
상
을 

바
로 

보
라
」 ［
鄭
華
水
「
世
の
中
を
正
し
く
見
よ
」］ 

강
순
　
「
붉
은 

열
매
」［
姜
舜
「
赤
い
実
」］（
詩
）

최
설
미
「
과
녁
을
쏘
아
라
」［
崔
ソ
ル
ミ
「
的
を
撃
て
」］ （
詩
）

오
상
홍
「
그 

날
을 

위
하
여
」［
呉
尚
弘
「
そ
の
日
の
た
め
に
」］ （
詩
）

김
학
렬
「
야
밤
의 

일
터
」［
金
学
烈
「
深
夜
の
仕
事
場
」］ （
詩
）

김
병
두
「
편
지
」［
金
秉
斗
「
手
紙
」］（
小
説
）

박
종
상
「
갱
생
」［
朴
ジ
ョ
ン
サ
ン
「
更
生
」］（
小
説
）

五　
『
文
学
芸
術
』
別
冊
第
一
号（
日
本
語
版
）（
文
芸
同
中
央
、
一
九
六
三
年
九
月
） 

許
南
麒
「
檻
ノ
中
デ
ウ
タ
ウ
ウ
タ
」（
詩
）

金
時
鐘
「
大
阪
港
」（
詩
）

韓
美
妃
「
遠
い
国
で
な
い
こ
と
を
」（
詩
）

張
斗
植
「
婿
養
子
」（
小
説
）

金
秉
斗
「
魂
」（
小
説
）

朴
元
俊
「
渡
航
物
語
」（
小
説
）

金
達
寿
「
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」（
随
筆
）

林
炅
相
「
心
の
中
の
距
離
」（
随
筆
）

李
殷
直
「
母
死
す
」（
随
筆
）

呉
林
俊
「
土
井
大
助
の
こ
と
」（
随
筆
）

朴
春
日
「
川
端
康
成
氏
へ
の
手
紙
」（
書
簡
）

六　
『
조
선
문
예
［
朝
鮮
文
芸
］』
創
刊
号（
文
芸
同
神
奈
川
支
部
、
一
九
五
九
年
一
二
月
）

강
순
「
고
즈
녁
은 

련
속
」［
姜
舜
「
物
静
か
な
連
続
」］（
詩
）

김
주
태
「
배
，
고
동
」［
金
宙
泰
「
船
の
汽
笛
」］（
詩
）

정
백
운
「
조
국
에
로
의 

길
」［
鄭
白
雲
「
祖
国
へ
の
道
」］（
詩
）

김
민
「
어
머
니
와 

아
들
」［
金
民
「
母
と
息
子
」］（
コ
ン
ト
）

김
홍
주
「
입
학
하
는 

날
」［
金
ホ
ン
ジ
ュ
「
入
学
の
日
」］（
コ
ン
ト
）

백
령
「
파
산
의 

예
술
」［
白
玲
「
破
産
の
芸
術
」］（
評
論
）

오
림
준
「
오
늘
의 

생
동
하
는 

반
영
―
〈
오
늘
의 

조
선
전
〉
에 

전
신（
マ
マ
―
시
）

된 

미
술 

작
품
들
을 

보
고
―
」［
呉
林
俊
「
今
日
の
生
き
生
き
と
し
た
反
映
―
〈
今

日
の
朝
鮮
展
〉
に
展
示
さ
れ
た
美
術
作
品
を
み
て
」］

성
윤
식
「
하
나
의 

투
쟁
」［
成
允
植
「
一
つ
の
闘
争
」］（
小
説
）

一　
『
大
村
文
学
』
創
刊
号（
大
村
朝
鮮
文
学
会
、
一
九
五
七
年
七
月
）

一　
『
大
村
文
学
』
創
刊
号（
大
村
朝
鮮
文
学
会
、
一
九
五
七
年
七
月
）

朴
昌
大
「
祖
国
の
空
―
祖
国
が
ぼ
く
ら
を
呼
ん
で
い
る
」（
詩
）

趙
相
善
「
医
務
室
で
」（
詩
）

鄭
憲
成
「
大
村
収
容
所
の
空
」（
詩
）

金
春
一
「
手
紙
」（
随
筆
）

浅
田
石
二
「
日
本
政
府
の
暴
力
に
怒
り
を
感
ず
」（
随
筆
）

岩
松
良
子
「
解
放
の
た
め
に
」
随
筆

李
綿
生
「
中
朝
友
好
は
み
ん
な
の
ね
が
い
」（
随
筆
）

安
英
二
「
血
ぬ
ら
れ
た
手
帳
」（
小
説
）

楊
柱
錫
「
逢
瀬
」（
小
説
）

金
田
植
「
断
崖
」（
小
説
）

二　
『
白
葉
』
創
刊
号（
白
葉
同
人
会
、
一
九
五
七
年
一
〇
月
）

金
学
鉉
「
一
つ
の
現
実
」（
随
筆
）

李
盛
夏
「
ほ
の
か
な
一
瞬
」（
詩
）

崔
鮮
「
ペ
ン
に
托
す
る
期
待
―
第
二
十
九
回
国
際
ペ
ン
大
会
に
思
う
」（
随
筆
）

車
徹
「
眼
と
鼻
と
耳
」（
詩
）

洪
万
基
「
日
陰
」（
小
説
）

三　
『
祖
国
の
統�

一
の
た
め
に
―
文
化
人
会
議
文
集
』
第
一
集（
祖
国
平
和
統
一
南
北
文
化
交
流

促
進
在
日
文
化
人
会
議
、
一
九
六
一
年
八
月
）

許
南
麒
「
わ
た
し
は
こ
こ
に
一
枚
の
地
図
を
も
つ
て
い
る
」（
詩
）

崔
鮮
「
祈
祷
」（
詩
）

金
達
寿
「
統
一
へ
の
夢
」（
随
筆
）

申
鴻
湜
「
統
一
の
た
め
の
闘
い
」（
随
筆
）

金
慶
植
「
キ
ム
チ
の
味
」（
随
筆
）

崔
東
玉
「
朴
正
煕
よ
心
し
て
き
け
」（
随
筆
）

趙
大
勲
「
芸
術
は
祖
国
と
共
に
」（
随
筆
）

安
道
雲
「
祖
国
の
た
め
に
」（
随
筆
）

金
順
明
「
団
結
は
幸
福
へ
の
道
」（
随
筆
）

郭
仁
植
「
つ
ぶ
や
き
」（
詩
）

任
秋
子
「
感
激
」（
随
筆
）

鄭
泰
裕
「
生
活
の
真
実
性
」（
随
筆
）

第
１
巻

第
２
巻

四　
『
詩
庭
園
』
創
刊
号（
中
央
朝
鮮
師
範
学
校
詩
人
集
団
、
一
九
五
四
年
八
月
）

許
南
麒
「
天
使
図
―
天
国
図
そ
の
一
―
」（
詩
）

李
沂
碩
「
誰
が
お
れ
た
ち
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
か
」（
詩
）

林
朱
華
「
伝
説
の
中
の
漁
村
」（
詩
）

裵
龍
淑
「
あ
ゆ
み
」（
詩
）

白
広　
「
虫
け
ら
」（
詩
）

き
む
・
す
ひ
ょ
ん
「
陽
の
光
」（
詩
）

き
む
・
ゆ
ん
ほ
「
バ
ラ
ッ
ク
の
う
た（
そ
の
２
）」（
詩
）

김
창
성
「
비
록 

집
은 

적
고 
낡
을
지
라
도
」［
金
チ
ャ
ン
ソ
ン
「
た
と
え
家
は
小
さ

く
古
く
て
も
」］（
詩
）

김
망
수
「
나
의 

바
다
」［
金
マ
ン
ス
「
私
の
海
」］（
詩
）

강
인
환
「
한
라
산
」［
姜
イ
ン
フ
ァ
ン
「
漢
拏
山
」］（
詩
）

五　
『
学
之
光
』
創
刊
号（
法
政
大
学
朝
鮮
文
化
研
究
会
、
一
九
五
七
年
一
一
月
）

尹
学
準
「
三
・
一
運
動
と
朝
鮮
近
代
文
学
」（
評
論
）

朴
春
日
「
法
政
出
身
の
朝
鮮
作
家
」（
随
筆
）

任
展
慧
「
日
本
文
学
と
私
」（
随
筆
）

六　
『
曠
野
』創
刊
号（
在
日
韓
国
人
学
生・青
年
文
学
芸
術
愛
好
倶
楽
部
、一
九
六
四
年
一
〇
月
）

林
芳
史
「N

IH
ILISM

」（
小
説
）

姜
禎
基
「
未
来
な
き
星
に
」（
詩
）

金
総
領
「
た
こ
の
木
と
獅
子
」（
詩
）

朴
徳
成
「
人
間
標
本
」（
詩
）

朴
閏
「
文
芸
学
雑
感
」（
評
論
）

聖
化
「
晦
渋
」（
詩
）

七　
『
鳳
仙
花
文
芸
』
創
刊
号（
鳳
仙
花
文
芸
同
人
会
、
一
九
七
〇
年
）

朴
炳
渉
「
エ
セ
農
民
文
学
と
常
緑
樹
精
神
」（
評
論
）

李
幸
子
「
ヴ
エ
ト
ナ
ム
の
少
女
に
」（
詩
）

文
景
淳
「
湿
土
地
帯
」（
小
説
）

全
石
濬
「
パ
ン
チ
ヨ
ツ
パ
リ（
半
日
本
人
）」（
小
説
）

一　
『
大
村
文
学
』
創
刊
号（
大
村
朝
鮮
文
学
会
、
一
九
五
七
年
七
月
）

一　
『
朝
鮮
文
化
』
創
刊
号（
朝
鮮
文
化
社
、
一
九
六
二
年
七
月
）

李
丞
玉（
訳
）「
朝
鮮
労
働
党
の
文
芸
政
策
」（
評
論
）

安
宇
植
「
作
家
紹
介
Ⅰ　

韓
雪
野
」（
評
論
）

朴
元
俊
「
友
好
雑
感
」（
随
筆
）

白
玲
「
朝
鮮
美
術
界
の
動
向
」（
評
論
）

影
「
あ
ふ
れ
出
た
統
一
の
声
①
―
南
朝
鮮
の
文
学
雑
誌
か
ら
―
」（
評
論
）

　
　
『
朝
鮮
文
化
』
第
二
号（
一
九
六
二
年
八
月
）

許
南
麒
「
朝
鮮
の
文
学
に
つ
い
て
」（
評
論
）

ジ
ョ
ン･

ト
ン
グ
ウ（
李
錦
玉
訳
）「
展
覧
会
場
に
て
―
原
爆
の
図
を
み
て
」（
詩
）

安
宇
植
「
作
家
紹
介
Ⅱ　

李
箕
永
」（
評
論
）

影
「
怒
り
の
吐
露
―
南
朝
鮮
の
文
芸
雑
誌
か
ら
」（
評
論
）

　
　
『
朝
鮮
文
化
』
第
三
号（
一
九
六
二
年
九
月
）

宋
影（
訳
）「
作
家
と
現
実
」（
評
論
）

朴
八
陽（
訳
）「
カ
ッ
プ
の
頃
の
回
想
」（
随
筆
）

安
宇
植
「
作
家
紹
介
Ⅲ　

李
北
鳴
」（
評
論
）

「
朝
鮮
の
文
学
者
は
何
を
考
え
て
い
る
か
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

資
料
『
朝
鮮
映
画
』
誌
一
九
六
一
年
度
総
目
次

二　
『
朝
陽
』
創
刊
号（
リ
ア
リ
ズ
ム
研
究
会
、
一
九
六
三
年
一
月
）

鄭
貴
文
「
傷
痕
」（
小
説
）

姜
魏
堂
「
古
里
の
会
」（
小
説
）

南
輝
「
嵐
の
記
録
」（
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
）

金
時
鐘
「
春
を
想
う
」（
詩
）

張
斗
植
「「
あ
る
在
日
朝
鮮
人
の
記
録
」
に
つ
い
て
」（
随
筆
）

姜
文
子
「
旅
」（
随
筆
）

金
民
柱
「
あ
る
密
航
者
の
話
」（
随
筆
）

尹
学
準
「
正
月
の
想
い
出
」（
随
筆
）

金
達
寿
「
高
麗
神
社
と
深
大
寺
」（
随
筆
）

朴
春
日
「
戦
後
日
本
文
学
に
お
け
る
朝
鮮
像
①
」（
評
論
）

　
　
『
朝
陽
』
第
二
号（
一
九
六
三
年
三
月
）

霜
多
正
次
「
学
生
時
代
の
金
史
良
」（
随
筆
）

鄭
貴
文
「
民
族
の
歌（
第
一
回
）」（
小
説
）

金
達
寿
「
一
九
六
三
年
一
月
」（
小
説
）

朴
永
泰
「『
朝
鮮
文
庫
』
へ
の
夢
」（
随
筆
）

鄭
貴
文
「
国
際
ス
ケ
ー
ト
大
会
を
観
て
」（
随
筆
）

朴
春
日
「
戦
後
日
本
文
学
に
お
け
る
朝
鮮
像
②
」（
評
論
）

三　
『
韓
国
文
芸
』
創
刊
号（
韓
国
文
芸
社
、
一
九
六
二
年
一
一
月
）

劉
振
植
「
動
き
と
音
の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
」
⑴
（
随
筆
）

金
学
鉉
「
住
い
の
弁
」（
随
筆
）

鄭
達
鉉
「
先
乗
り
」（
随
筆
）

金
潤
「
こ
の
記
憶
す
べ
き
こ
と
」（
詩
）

朴
水
卿
「
武
蔵
野
」（
詩
）

安
道
雲
「
雪
の
降
る
夜
」（
戯
曲
）

金
慶
植
「
灰
色
の
雲
」（
小
説
）

李
顕
雄
、
郭
仁
植
、
金
潤
、
安
道
雲
、
金
慶
植（
司
会
）「
現
状
あ
れ
こ
れ
―
秋
夜
放
談
」

（
座
談
会
）

　
　
『
韓
国
文
芸
』
第
二
号（
一
九
六
三
年
五
月
）

具
仲
書（
翻
訳
）「
韓
国
文
化
人
気
質
の
批
判
」（
評
論
）

康
玄
哲
「
救
国
文
学
運
動
の
提
唱
」（
評
論
）

金
潤
「
お
た
ま
じ
や
く
し
」（
詩
）

張
萬
栄
「
世
代
と
世
代
の
交
代
」（
詩
）

金
慶
植
「
地
図
」（
小
説
）

「
大
坂
の
声
―
劇
団
「
黄
土
」
を
迎
え
て
」（
座
談
会
）

　
　
『
韓
国
文
芸
』
第
三
号（
一
九
六
三
年
一
一
月
）

白
鉄（
翻
訳
）「
戦
後
十
五
年
の
韓
国
小
説
」（
評
論
）

李
健
「「
芸
総
」
―
そ
の
存
立
の
条
件
」（
評
論
）

金
泰
伸
、
郭
仁
植
、
洪
久
城
、
金
慶
植
、
金
潤
、
安
道
雲
「
秋
夜
放
談
―
在
日
美
術
家

の
諸
問
題
」（
座
談
会
）

四　
『
朝
鮮
文
学
』
創
刊
号（
新
興
書
房
・
朝
鮮
文
学
研
究
会
、
一
九
六
九
年
六
月
）

崔
曙
海（
翻
訳
）「
脱
出
記
」

朴
趾
源（
翻
訳
）「
許
生
伝
」

朴
元
俊
「
作
家
略
伝
１　

新
傾
向
派
・
崔
曙
海
小
伝
」
解
説

姜
魏
堂
「
在
日
朝
鮮
青
少
年
諸
君
へ
」（
随
筆
）

　
　
『
朝
鮮
文
学
』
第
二
号（
一
九
六
九
年
七
月
）

朴
元
俊
「
高
麗
門
」（
随
筆
）

金
浄（
翻
訳
）「
済
州
風
土
記
」

北
載
昶
「
新
羅
郷
歌
二
首
」（
古
典
翻
訳
）

　
　
『
朝
鮮
文
学
』
第
三
号（
一
九
六
九
年
八
月
）

李
孝
石（
翻
訳
）「
蕎
麦
の
花
咲
く
頃
」

朴
元
俊
「
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」（
随
筆
）

北
載
昶
「
深
大
寺（
朝
鮮
の
遺
蹟
１
）」（
随
筆
）

第
３
巻

▼
刊
行
の
辞

▼
収
録
資
料（
抜
粋
）

▼
収
録
資
料
の
概
要

本
書
は
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
七
〇
年
代
初
め
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
、
在
日
朝
鮮
人
の
文
化
、

文
学
関
連
資
料
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
戦
争
（
一
九
五
〇
年
～
一
九
五
三
年
）、
資
本
主
義
国
か
ら

社
会
主
義
国
へ
の
大
規
模
な
集
団
移
住
と
し
て
注
目
さ
れ
た
、
在
日
朝
鮮
人
た
ち
の
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
へ
の
「
帰
国
」（
一
九
五
九
年
）、
李
承
晩
初
代
大
統
領
を
退
陣
に
追
い
込
ん
だ
韓
国
の
四
・
一
九
革
命

（
一
九
六
〇
年
）、
在
日
朝
鮮
人
の
日
本
で
の
法
的
地
位
や
国
籍
選
択
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
日
韓
基

本
条
約
締
結
（
一
九
六
五
年
）、
金
日
成
に
よ
る
唯
一
思
想
体
制
の
開
始
（
一
九
六
七
年
）
等
、
朝
鮮
半
島

に
お
け
る
激
動
の
時
代
に
生
き
た
在
日
朝
鮮
人
た
ち
が
、
日
本
で
書
き
、
編
み
、
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

在
日
朝
鮮
人
の
精
神
史
を
辿
る
上
で
、
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
資
料
群
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
在
日
朝
鮮
人
文
化
、
文
学
に
は
、
こ
れ
ま
で
光
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
な
か
っ
た
。

金
達
寿
や
許
南
麒
、
あ
る
い
は
近
年
注
目
が
集
ま
っ
た
五
〇
年
代
の
詩
誌
『
ヂ
ン
ダ
レ
』
の
金
時
鐘
を
例
外

と
し
て
、
金
鶴
泳
、
金
石
範
、
李
恢
成
、
金
泰
生
、
高
史
明
、
呉
林
俊
ら
の
文
学
作
品
が
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
以
前
は
、
在
日
朝
鮮
人
文
学
の
「
空
白
期
」
と
み
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
が
実
際
に
は
、
本

書
が
示
す
よ
う
に
、
文
学
的
営
為
は
こ
の
時
期
に
も
た
ゆ
ま
ず
続
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
文
学
徒
た
ち
に

は
、
日
本
の
文
壇
を
目
指
す
、
南
あ
る
い
は
北
に
お
け
る
新
た
な
国
民
国
家
の
文
学
形
成
の
動
き
に
連
な
る
、

在
日
と
い
う
固
有
性
に
向
き
合
っ
て
創
作
す
る
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
信
念
や
思
惑
が
あ
っ
た
。
日
本
の
主
流
文

化
へ
参
入
で
き
ず
、
か
と
い
っ
て
南
や
北
の
祖
国
と
の
自
由
往
来
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
な
か
、
日
本
の
地
に

縛
ら
れ
る
形
で
行
わ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
た
ち
の
表
現
活
動
。
そ
れ
は
、
文
学
と
は
、
文
化
と
は
、
ひ
い
て
は

民
族
や
国
家
と
は
何
か
と
い
う
、
根
源
的
な
問
い
を
私
た
ち
に
投
げ
か
け
る
。

本
書
収
録
資
料
に
は
、
在
日
本
朝
鮮
人
総
聯
合
会
（
総
連
）
関
連
の
文
芸
誌
、
韓
国
系
の
総
合
文
化
誌
、

大
村
収
容
所
内
発
行
の
文
芸
同
人
誌
、
大
学
生
の
同
人
誌
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
植
民
地
期
に
創
作
活
動
を

始
め
た
一
世
、
日
本
育
ち
の
二
世
、
朝
鮮
戦
争
前
後
の
渡
日
者
と
、
そ
の
書
き
手
の
背
景
も
多
様
で
あ
る
。

財
政
難
の
な
か
、各
地
で
断
片
的
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
の
多
く
は
、た
と
え
ば
在
日
民
族
団
体
に
よ
っ
て
、「
在

日
朝
鮮
人
文
学
」
と
し
て
一
か
所
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
、
日
本
の
国
立
国
会
図
書
館

や
日
本
各
地
の
公
共
図
書
館
に
も
ほ
と
ん
ど
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
長
期
間
に
及
ん
だ
資
料
の

散
逸
、
未
整
理
と
い
う
事
実
か
ら
も
、
脱
植
民
地
化
と
い
う
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
冷
戦
体
制
下
で
絶

え
ざ
る
内
部
対
立
や
分
裂
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
在
日
朝
鮮
人
た
ち
の
、
苦
渋
に
満
ち
た
歴
史
が
浮

か
び
上
が
る
。
だ
が
、
各
誌
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
一
つ
に
、
厳
し
い
時
代
の
中
で
当
時
の
在
日
朝
鮮

人
た
ち
が
鍛
え
た
思
想
、
そ
し
て
豊
饒
な
夢
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
も
確
か
な
の
で
あ
る
。

�

宋
恵
媛
（
在
日
朝
鮮
人
文
学
研
究
者
）

第
１
巻
に
は
、
在
日
本
朝
鮮
文
学
芸
術
家
同
盟
（
文
芸
同
）
関
連
資
料
を
収
録
し
た
。
文
芸
同
は
、
朝

鮮
戦
争
休
戦
後
に
総
連
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
共
和
国
）
が
直
結
し
、
作
家
た
ち
の
相
互
交
流
が

進
む
な
か
、
一
九
五
九
年
六
月
に
東
京
で
結
成
さ
れ
た
。
文
学
、
演
劇
、
音
楽
、
舞
踊
、
美
術
、
映
画
等
の

文
化
団
体
の
連
合
体
で
あ
る
。「
在
日
本
朝
鮮
文
学
芸
術
家
同
盟
綱
領
（
草
案
）」
他
（
一
九
五
九
年
）、
文

芸
同
中
央
機
関
誌
『
文
学
芸
術
』
創
刊
号
（
一
九
六
〇
年
）、
文
芸
同
大
阪
支
部
発
行
『
文
芸
活
動
』
第
二

号
（
一
九
六
一
年
）、
文
芸
同
東
京
都
本
部
発
行
『
群
衆
文
芸
』
創
刊
号
（
一
九
六
四
年
）、
文
芸
同
神
奈
川

支
部
発
行
『
朝
鮮
文
芸
』
創
刊
号
（
一
九
五
九
年
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
文
芸
同
中
央
発
行
の
『
文
学
芸

術
』
以
外
の
地
方
機
関
誌
は
、
い
ず
れ
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
文
芸
同
の
方
針
に
よ
り
、

各
誌
で
の
創
作
言
語
は
原
則
と
し
て
朝
鮮
語
で
、
第
一
世
代
の
朝
鮮
語
作
家
の
ほ
か
、
日
本
生
ま
れ
の
二
世

作
家
た
ち
も
朝
鮮
語
で
の
創
作
に
取
り
組
ん
だ
。
だ
が
そ
の
約
三
〇
年
に
わ
た
る
刊
行
期
間
の
中
で
、『
文

学
芸
術
』
誌
は
日
本
語
版
も
二
回
発
行
し
て
い
る
。
本
書
で
は
、
そ
の
一
回
目
で
あ
る
『
文
学
芸
術
』
別
冊

一
号
（
一
九
六
三
年
）
も
収
め
た
。
同
誌
の
朝
鮮
語
版
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
多
く
の
日
本
語
作
家

た
ち
の
名
が
見
ら
れ
、
当
時
の
総
連
組
織
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

第
２
巻
以
降
は
、
主
に
文
芸
同
以
外
の
サ
ー
ク
ル
や
団
体
が
刊
行
し
た
雑
誌
を
集
め
た
。

第
２
巻
に
は
、
大
村
収
容
所
内
で
一
九
五
六
年
頃
に
結
成
さ
れ
た
「
大
村
朝
鮮
文
学
会
」
発
行
の
文
芸

同
人
誌
『
大
村
文
学
』（
一
九
五
七
年
）、
韓
国
を
支
持
す
る
民
団
系
列
の
作
家
、
画
家
、
舞
台
人
た
ち
を
広

範
囲
に
集
め
、
七
年
間
刊
行
さ
れ
た
総
合
文
化
誌
『
白
葉
』（
一
九
六
一
年
）、
在
日
南
北
文
化
人
の
相
互
交

流
事
業
の
結
晶
で
あ
る
「
統
一
文
化
祭
」
に
際
し
て
編
ま
れ
た
文
集
『
祖
国
の
統
一
の
た
め
に
』（
一
九
六
一

年
）、
総
連
の
教
師
養
成
所
で
あ
る
中
央
朝
鮮
師
範
学
校
（
五
三
年
一
〇
月
創
立
）
内
に
作
ら
れ
た
詩
サ
ー

ク
ル
の
同
人
誌
『
詩
庭
園
』（
一
九
五
四
年
）、
日
本
の
大
学
教
育
を
受
け
た
二
世
青
年
た
ち
が
中
心
と
な
っ

て
刊
行
さ
れ
た
『
学
之
光
』（
一
九
五
七
年
）、『
曠
野
』（
一
九
六
四
年
）、『
鳳
仙
花
文
芸
』（
一
九
七
〇
年
）

の
各
創
刊
号
を
収
め
た
。

第
３
巻
に
は
、文
芸
同
文
化
人
た
ち
の
共
和
国
文
化
へ
の
接
近
と
吸
収
過
程
が
う
か
が
え
る
『
朝
鮮
文
化
』

全
三
号
（
一
九
六
二
年
）、
文
芸
同
の
主
流
か
ら
外
れ
た
金
達
寿
や
張
斗
植
ら
、
古
く
か
ら
の
日
本
語
作
家

が
創
刊
し
た
『
朝
陽
』
全
二
号
（
一
九
六
三
年
）、
第
２
巻
収
録
の
『
白
葉
』
の
政
治
志
向
に
反
発
し
、
純

粋
な
文
芸
誌
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
『
韓
国
文
芸
』
全
三
号
（
一
九
六
二
、六
三
年
）、
古
典
か
ら
現
代
文
学
ま

で
の
朝
鮮
文
学
の
紹
介
を
目
的
と
し
て
、
朴
元
俊
が
総
連
離
脱
後
に
創
刊
し
た
『
朝
鮮
文
学
』
創
刊
号
か
ら

第
三
号
ま
で
（
一
九
六
九
年
）
を
収
録
し
た
。
全
て
日
本
文
雑
誌
で
あ
る
。
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